



　スティック型コンピューター（スティック PC、スティック型 PC とも呼ばれる）は、文
字どおりスティック状の筐体の中に、CPU、メモリ、記憶装置などが収められたパソコン
である。驚くのはそのサイズで、製品によって若干の違いはあるが、長さ 10 ㎝強、幅 4 ㎝
程度、厚さ 1 ㎝ほどである。手のひらに収まるサイズであるが、デスクトップコンピューター
の範疇に含まれる。










が製造しており、実勢価格で 10,000 円弱〜 60,000 円程度とかなりのばらつきがあるが、1















































　今回使用したのは、インテル社製 Compute Stick STK1AW32SC である（図 1）。搭載プ
ロセッサーは Intel® Atom ™ x5-Z8300、メモリの種類は DDR3L-1600 で容量が 2GB、ス
トレージの種類は eMMC で容量は 32GB、リムーバブル・メモリーカード用の、MicroS-



















Mate MK34L/B）はエクスペリアインデックスを取得すると図 3 となる。このパソコンで
は文書の作成はもちろん、大量の写真の取り扱い、画像編集やグラフィックデザインソフ
トを使用した作業が、ほぼストレスを感じることなく可能である。同じく日常的に用いて






5　 製 品 の 情 報 に つ い て は： http://www.intel.co.jp/content/www/jp/ja/compute-stick/intel-compute-
stick.html
6　https://webmarks.info/ja/
7　後二者のプライマリハードディスクはいずれも SSD で、SATA 3 ポートに接続されている。
（図１）スティック型コンピューター本体とACア
ダプター




　今回の検討にあたって、10.1 インチマルチタッチ対応の HDMI モニター、23.8 型液晶モ
ニターとモニターアーム、キーボード、マウス、USB ハブなどを用意した。また、アプリケー

































についてである。今回は Microsoft Offi  ce では












Offi  ce 365の利用も可能である。アプリケーションソフトをインストールしなくても、オフィ
スのオンライン版を使用できるなど利便性が高い。使用できるアプリケーションは豊富で、
インストール版のアプリケーションとの共通点が多く使いやすい。しかし、ブラウザー表



































































































は、KINGSOFT Offi  ce 2016 Standard に含
まれるプレゼンテーションソフトの「Pre-
8　画像出力端子が備わっているモニターや液晶タブレット、もしくは HDMI 分配器が必要である。
（図11）タッチスクリーン液晶ディスプレイとの接続
（図12）Whiteboardのメインメニュー
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sentation」を用いて授業での使用を試みた。スライドへの書き込みは、このソフトに備わっ
ているペンツール（スライドショーの画面の左下に表示される）を用いて行うことができ
る。
　また、ホワイトボードソフトウェアの録画機能も便利な機能である。音声も入力できる
ため、授業の開始から録画を始めれば、授業の e ラーニングコンテンツを自動的に作成で
きることになる。しかし、今回用いたスティック型コンピューターにはマイクが内蔵され
ていないため、音声付きで録画するには、外付けのマイクを用いる必要がある。
　なお、このディスプレイには、10 台までのコンピューターをワイアレスで接続すること
ができる。その機能を使えば、電子黒板に各自のパソコン内のファイルを表示させて、発
表などに用いることも可能である。
　今回用いたスティック型コンピューターの環境では、ホワイトボードソフトウェアの機
能を十分に使いこなすことはできなかったものの、タッチスクリーン液晶ディスプレイ（電
子黒板）との組み合わせには適していると考える。本体と電源を持ち込めば授業環境が整
う手軽さは、十分魅力に感じられた。
4.　おわりに
　スティック型コンピューターの教育への活用について試みたことを述べた。試みをとお
して、スティック型コンピューターの長所や短所もある程度確認することができた。
　長所は何と言っても、そのサイズの小さいことである。本体と電源であれば、運ぶとい
う感覚がほとんどないくらい容易に持ち運べる。価格は安価なものが多いが、コンピュー
ターとしての性能も良く、高い負荷がかかる作業でなければ快適に使用できる。また、磁
気ハードディスクは搭載されていないため、衝撃にも比較的強いと考えられる。小型であ
ることによる携帯性のよさが最大のメリットであると考えている。
　一方短所は、皮肉にもそのサイズや安価な価格によって生じるいくつかの点である。使
用するためには、モニターやキーボードといった周辺機器が必要であり、それらも持ち歩
くことになれば、本体の小ささというメリットが打ち消されてしまう。また、基本的には
プロセッサーがそれほど高性能なものではなく、メモリの容量が少なめであり、グラフィッ
クの性能もあまり高くないことなどから、動画の編集や複雑な画像処理などの作業は難し
いと思われる。さらに、ストレージの容量もそれほど大きくないため、アプリケーション
ソフトを何でもインストールできるわけではない。
　しかし、そのような短所を打ち消す魅力を、スティック型コンユピューターは有してい
る。筆者はとくに、「持ち運びが容易なパソコンとしての利用」を強調したい。とりわけ
学生が所有するパソコンの選択肢の一つとして、自宅や大学で活用されるパソコンになっ
てほしいと考えている。
　自分のパソコンを所有することの意義は前述したとおりである。ノート型パソコンを持
ち運ぶことを面倒だと思う人でも、スティック型コンピューターであればそう思わないだ
ろう。自分のパソコンを家庭と大学で日常的に使って、研究や学習に役立ててもらいたい
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し、楽しんでもらいたい。また、時にはトラブルに直面し、その解決を試みてほしい。自
分のパソコンであれば、情報機器に関する総合的なスキルを、より向上させられることを
期待できる。
　そのためには大学における環境の整備は必須であるが、整備はモニターやキーボードな
ど、周辺機器の設置で済むため、それほど大きなコストはかからないと思われる。スティッ
ク型コンピューターが手軽に使用できる環境の整備を望んでいる。
